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評価結果の総合所見 

本課題は、動物細胞による蛋白質・ウイルス生産の効率化と品質向上を実現するため、強力な人工

転写因子を用いた精緻な転写制御系の開発を目指すものである。 

目標達成と企業との共同研究の進展により、次の研究開発フェーズへの移行に十分な成果が得ら

れ、イノベーション創出が大いに期待される。 

新型人工転写因子 DmTF 系を開発し、抗体産生技術の改良に寄与する成果を達成しており、目標

以上の進展が認められる。また、知財面の取り組みも進み、多くの企業が関心を持ち、連携の対話も

進んでいる点も評価できる。 

今後は、実用化に向けたモデル実験の具体化および出口戦略の明確化に期待する。 
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